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十五年を迎えた『図書の譜』
吉田　正彦＊
　壁面を天井まで覆い隠す書架一梯子を昇り、目指す書籍を捜す男。南独
ミュンヘンの画家、カルル・シュピッツヴェーク（1808－85）が描いた司
書像である（口絵1）。最初に捜し当てた一冊は両膝の問に挟んで確保し、
二冊目を左の脇の下に。次いでその姿勢のまま梯子の上でバランスを保ち
ながら、左手の三冊目の、開いたページに目を通す。その間に右手にはも
う四冊目が用意されている。この図書館の蔵書を全て知り尽くした、老練
な司書ならではの技である。「本の虫」とも題される絵である。
　『図書の譜』が今、十五年を迎えた。本誌創刊の理由を改めて確認して
おきたい。第2号、戸沢充則学長との対談「本学図書館の個性化に向け
て」で、故後藤総一郎図書館長は「図書館の活性化とか個性化もそうなん
ですが、職員、館員ですね」と、図書館職員が仕事から学習することの大
切さを強調している。司書としての経験を積んだベテランの職員がいるに
も拘らず、彼らの体得した書誌学的な知恵や知識を生かしてこなかった、
こうした「生き字引」には、知っていることを書き残してもらい、皆に知
らせたい。また若手の図書館員には、それぞれに自分のテーマを見つけて
勉強してもらい、書誌学的な成果を発表させていきたい。そうすることで
＊よしだ・まさひご／明治大学図書館長／文学部教授／ドイッ文学、ドイツ文化史
「彼らの研究にもなるし、それが学生や教職員の教育の支援体制になって
いく。そういう流動的な図書館の機能みたいなものをやれば、2倍、3倍
の職員の力が出てくるのじゃないか…」と。明治大学図書館紀要『図書の
譜』はこうした意図のもとに生まれた。実はこの第2号は本学図書館の個
性化をテーマに、図書館の運営に関わっていた教員と図書館職員とが数編
の論文を通して論陣を張っており、なかなか読み応えがあり、読む者に強
烈な印象を与える。それにも拘らず、特集テーマにも優って関心をひかれ
るのが巻頭の対談であり、後藤館長の意図したところが生み出すであろう
成果に対してなのである。
　「流動的な図書館の機能」が実践に移されてから十余年を経た今日、幾
つかの成果を確認することができよう。第一に『図書の譜』各号に掲載さ
れた書誌学的な成果であることは言うを待たないが、それは更に明治大学
図書館だより『らいぶ』の記事としても生かされている。また2001年3
月に中央図書館の開館に合わせて開催されて以来、毎年数回企画される図
書館ギャラリー展も、多くは図書館職員の書誌学的な研究の成果である。
教育支援体制の側面から見るならば、2000年4月に始った「図書館活用
法」の授業は、まさに教員との共同作業として、図書館職員の研究活動を
日常の図書館業務と共に活かす場になっていると言えるであろう。以上が
『図書の譜』の創刊により紡ぎ出された成果の一端である。これが、仕掛
けを作った後藤館長の目論見どおりであるか否かは分らない。だが、敢え
て付け加えるならば、図書館紀要の刊行ひとつを見ても、かくの如しであ
る。図書館の活性化、蔵書の個性化等々、館長としての後藤先生の業績を
改めて検証する時期が来ているのかもしれない。
　自戒の念を込めて、図書館に関わるものが、自らを単なる「本の虫」で
よしとしてよいわけはない。
参考　　『図書の譜』、特に第2号および第8号
